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平成２６年第１回循環型社会推進会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２６年９月２９日（月） 

  開会 午後 １時００分 

  閉会 午後 ３時１５分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂１ 

３ 出席委員 

  東 珠実、松原 八壽雄、吉田 民子、浅見 洋子、白坂 弘子、渡辺 安正、 

深田 定雄、服部 亜紀、杉島 重男、鍋島 洋行  １０名 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 傍聴者数 

  ２名 

６ 出席した事務局職員 

  市民生活部長 小池 勲、環境課長 石坂 清二、環境課長補佐 川本 英貴、

環境事業センター副主幹 山崎 力、環境課主査 西本 康一 

７ 議題等 

 ⑴ 循環型社会推進会議について 

  ア 循環型社会推進会議の概要について 

イ 座長の選出について 

ウ 座長職務代理者の指名について 

 ⑵ 前循環型社会推進会議の活動報告について 

 ⑶ 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画について 

 ⑷ 第１期（平成２６、２７年度）の会議の進め方について 

 ⑸ 今年度から調査・検討の必要のある重点項目 

 ⑹ 平成２７年度からの実施事項 

８ 会議の要旨 
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 定刻になりましたので、ただ今から「第１回 尾張旭市循環型社

会推進会議」を開催させていただきます。 

 私、環境課長の石坂と申します。 

本会議は、平成２６年３月に策定しました尾張旭市一般廃棄物（ご

み）処理基本計画の推進を図るため開催するもので、本日がその第

１回目の会議となります。皆様には今後、いろいろな面でご協力や

ご意見など、お願いさせていただくことになろうかと思いますが、

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に

基づき、傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に

関する基準」に基づき、本会議の会議録だけでなく会議を録音しま

した録音媒体につきましても情報公開の対象となることも、あわせ

てご了承いただきますようお願いいたします。 

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。事前配布さ

せていただきました資料は、ご持参いただけましたでしょうか。も

しお持ちでないかたがお見えになりましたら事務局までお申し出く

ださい。 

それでは、次第に沿って審議会の進行をさせていただきます。 

はじめに、開会にあたりまして市民生活部長の小池から挨拶申し

上げます。 

市民生活部長の小池と申します。本日お集まりいただきました皆

様方におかれましては、大変お忙しいなかご出席いただきまして誠

にありがとうございます。平成２６年度第１回循環型社会推進会議

の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

今回、構成員をお願いするにあたり、学識経験者、各種団体や事

業者からの推薦者を、市民公募では２名のかたを構成員として選任

させていただきました。皆様には、当推進会議の構成員を快くお引

き受けいただきましたことに対し、厚く御礼申し上げます。 

さて、市では、今年３月に平成２６～３５年度までの１０年間を

期間とした「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」を策定しました。 

その中で、本会議は、市民の代表である構成員の皆様と、行政と

のパートナーシップにより、計画に掲げた各種取り組みの推進や、

市民・事業者への普及啓発活動を行うことを目的としております。 

また、計画で掲げられた４４の具体的な取り組みに対し、市民の

皆様と行政と協働で知恵を出し合いながら、計画を実行に移し、さ

らなるごみの減量・資源化を図りたいと考えておりますので、構成

員の皆様方には忌憚のないご意見をいただきますようお願い申しあ

げまして私の挨拶とさせていただきます。 
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部長は、他に公務がありますので、ここで退席させていただきま

す。 

さて、先ほども申し上げましたが、本日が初めての会議でござ

います。 

皆様から簡単な自己紹介をお願いしたいと存じます。 

座席表がございますので、東委員から順番に時計周りでお願いで

きますでしょうか。お名前と簡単に一言付け加えていただければ幸

いでございます。 

＜自己紹介＞ 

ありがとうございました。 

それでは、早速議題に移らせていただきます。 

なお、本会議の座長が選任されるまでの間、事務局により議事の

進行をさせていただきます。 

それでは、議題の（１）循環型社会推進会議について、資料１、

２によりご説明させていただきます。 

＜資料１、２により説明＞ 

ただいま説明のありました推進会議の概要について、ご質問があ

りますでしょうか。 

資料１の要綱第４条第３項の専門部会と、資料２の２（２）のプロ

ジェクトとあるが、どう違うのか。 

プロジェクトと専門部会は一緒であると考えていただきたい。 

他にご質問等がないようでしたら、次にイの、座長の選出につい

て、入らせていただきます。 

先ほど説明させていただきました、会議開催要綱の第３条の規定

で、「座長は互選によりこれを定める。」と規定されております。 

 どなたか、自薦、推薦等ございますでしょうか。 

私も参加させていただきました策定会議でも座長を務めた東 珠

美先生を座長として推薦します。 

いま、生ゴミ資源化協力隊の松原様から椙山女学園大学の 東 珠

美先生を座長にご推薦いただきましたが、他にご意見等はあります

でしょうか。 

私も、松原委員の意見と同じです。 

東先生に座長をお願いすることで、皆様ご承認いただけますでしょ

うか。 

＜承認＞ 

それでは、東先生に当会議の座長をお願いいたします。 

 ただ今、座長が選出されましたので、議事進行を座長と交代させ

ていただきます。ご協力ありがとうございました。それでは座長に

は座長席に移動願いまして、まずはご挨拶からお願いいたします。 
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吉田委員 

 

東座長 

 

白坂委員 

椙山女学園大学の東です。大変僭越ではございますが、座長とい

うことで、できるだけ中立な立場で進めさせていただきたいと思い

ます。策定会議の際にも、協働とかパートナーシップとかそういう

言葉がキーワードになっていた中で、会議で議論を重ね、このよう

なすばらしい計画書を作ることができました。今回の推進会議では、

この計画で決められた取り組みを推進していくということで、微力

ながら座長を務めさせていただきます。皆様どうぞよろしくお願い

します。 

議題に沿いまして、議事を進行させていただきます。議題（１）

ウの座長職務代理者の指名についてです。この件につきましては、

資料１の要綱第３条第３項に基づき、私、座長よりご指名をさせて

いただきます。 

策定会議の構成員でもあり、地域で精力的に環境活動に取り組ま

れている渡辺委員を座長職務代理者として指名させていただきたい

と思いますが渡辺委員よろしいでしょうか 

了解しました。 

それでは、渡辺委員に座長職務代理者をお願いします。 

続きまして議題（２）前循環型社会推進会議の活動報告につい

て、総括提言書を用い、事務局より説明をお願いします。 

＜統括提言書により説明＞ 

ただいま事務局から、「前循環型社会推進会議の活動報告につい

て」の説明がありました。この会議の構成員の方の中にも、前循環

型社会推進会議の構成員の方が何名かおみえになりますが、議長で

あった杉島委員、補足等がありましたら、よろしくお願いします。 

各委員の方には、この総括提言書と基本計画書を理解していただ

き、今後の推進会議活動に臨んでいただきたいと思います。特に総

括提言書の６０ページに前循環型社会推進会議の１０年間の活動の

記録がまとめてありますので、ご覧いただきたいと思います。 

また、前循環型社会推進会議のリサイクル広場拡充プロジェクト

から提言していることで、進んでいないことがありますので、この

推進会議で検討してもらいたいと思います。 

前循環型社会推進会議の構成員であった吉田委員、なにかありま

すでしょうか。 

リサイクル広場については、もっと活発になればいいなと思いま

すので、また推進会議で議論していきたいと思います。 

前循環型社会推進会議の構成員であった白坂委員、なにかありま

すでしょうか。 

今のリサイクル広場は分かりにくい場所にあるので、市民の皆さ
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んが集まりやすいアスカやイトーヨーカドーの駐車場など、市民の

身近なところで、リサイクル広場のような資源回収を実施できれば

よいと思います。 

前循環型社会推進会議の構成員であった松原委員、なにかありま

すでしょうか。 

私は生ごみを中心として活動してきましたが、プラごみなど他の

ごみについても勉強することができました。その中で今後の課題は、

燃えるごみの５０％を占める生ごみの資源化と処理コストの高いプ

ラごみのあり方であると思います。 

今前循環型社会推進会議の構成員の方から、個別でご意見をいた

だきました。ご意見をいただいた項目については、計画書の取り組

みにも挙げられていますので、今後議論していきたいと思います。 

ほかにご意見等がなければ、議題（３）一般廃棄物（ごみ）処

理基本計画について、資料３、４により事務局から説明をお願い

します。 

＜資料３、４により説明＞ 

ただいま事務局から、「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画につい

て」の説明がありました。ご質問等がありましたら、よろしくお願

いします。 

資料３の１課題で、プラごみの分別について更なる啓発活動を行

う必要があるとありますが、プラごみの現在の収集率は約２５％で

処理費が年間２，６００万円程度掛かっています。仮にプラごみが

１００％分別されると１億円程度の費用が掛かります。このような

矛盾点がありますので、皆様にお知らせします。 

プラごみの分別は大事なことでありますが、分別すればするほど

コストが掛かることが問題です。また、晴丘センターにごみを持ち

込んでいる、尾張旭市、瀬戸市、長久手市の内、瀬戸市だけがプラ

ごみも燃えるごみとしています。平成４３年度までの晴丘センター

の延命化は決定しましたので、その間に３市のプラごみのあり方を

検討する必要があると思います。 

プラごみに関して、今の時点で事務局の方でなにかご意見あり

ますか。 

今のところプラごみについて、市民の方ががんばって分別して

いただければいただくほど、処理コストが掛かります。このこと

は市としても課題として認識しており、計画の№３９の取り組み

「プラスチックごみのあり方について検討します。」で挙げてお

りますので、今後皆様と一緒に検討していきたいと思っておりま

す。また、容器包装リサイクル法についてしっかり理解し、必要
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に応じ、国や容器包装リサイクル協会にプラスチックごみの見直

し等を要請したいと思います。 

他にご意見ありますでしょうか。 

 この基本計画は、本当によくできている計画であると思います。 

この計画が実行できるよう、努力していきたいと思います。 

 また、前循環型社会推進会議では、雑がみを分別する活動を行

いました。雑がみ分別の啓発は、あまりコストを掛けずにでき、

その結果、尾張旭市、瀬戸市、長久手市の３市で、１万トン近く

のごみを減らすことができました。そのような取り組みを行い、

現在のごみの排出状況であります。それを踏まえると、この計画

の数値目標は非常に厳しい目標であると思います。したがって、

１年だけの努力でなく、１０年の継続した努力が必要であると思

います。 

皆様の議論により作っていただいた計画でありますので、１０

年間全体を常に展望して進めていきたいと思います。 

ほかにご意見等がなければ、議題（４）第１期（平成２６、２

７年度の会議の進め方について、資料５により事務局から説明を

お願いします。 

 ＜資料５により説明＞ 

ただいま事務局から、「第１期（平成２６、２７年度）の会議の進

め方について」の説明がありました。ご質問等がありましたら、よ

ろしくお願いします。 

施策を実施する上で、行政と一般市民の生活感覚の間には、多

少のずれがあるので、市民委員が市民と対話して、施策を実行し

ていくことが必要であると思います。したがって、ごみの有料化、

事業系ごみ、リサイクル広場拡充の３つについては、恒常的なプ

ロジェクトを立ち上げて、各委員には会議の参加だけでなく、プ

ロジェクトにも参加してもらい、議論を進めていけたらよいと思

います。 

今のご意見については、次の議題（５）と重なるところがあり

ますので、先に議題（５）の説明していただいてから、改めてご

意見をいただきたいと思います。議題（５）の今年度から調査・

検討の必要のある重点項目について、資料６により事務局から説

明をお願いします。 

 ＜資料６により説明＞ 

ただいま事務局から、「第１期（平成２６、２７年度）の会議の

進め方について」「今年度から調査・検討の必要のある重点項目」

の説明があり、会議とは別にプロジェクトを立ち上げて、進めてい
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くという案がありましたが、このような進め方について、浅見委員

いかがでしょうか。 

私の所属する地域連絡協議会でも、理事会以外に役員会などが

ありますので、会議とは別にプロジェクトを立ち上げるのは必要

だと思いますが、たくさん開催されると自分が出席できるかどう

かが不安です。 

 皆さんの日程を調整して、無理のないように行い、その中でで

きるだけ効果的に実施できればと思います。 

 服部委員はいかがでしょうか。 

全体会で漠然と議論するより、プロジェクトを立ち上げた方が

具体的に議論できると思います。 

深田委員はいかがでしょうか。 

専門分野ごとに議論した方が、良い内容のものができると思い

ますので、時間が許す限り参加したいと思います。 

鍋島委員はいかがでしょうか。 

 プロジェクトを立ち上げて、市民と対話し、啓発して行くこと

はとてもよいと思います、その中で、例えば意識改革という点で、

全国的に広がっているエコ検定などを活用することもいいのでは

ないかと思います。 

 また、リサイクル広場拡充という点では、リユースを促進する

ために、防災を絡めた断捨離という考え方もあります。高齢者の

家では、捨てられなくて、物があふれていることが多いので、災

害時に困ることがあります。したがって、このような発信方法に

よって、片付けることを促せばリユースが促進されると思うので、

防災を絡めた考え方もよいのではないかと思います。 

新たな考えがでてきましたが、またプロジェクトで具体的に議

論していければと思います。他にご意見ありますでしょうか。 

 本市では、生ごみの堆肥化を進めておりますが、豊明市ではプ

ラントを建て、かなりのコストを掛けて生ごみの堆肥を行ってい

ます。したがって、例えば全体会議で豊明市のプラントを見学し

て、コストを掛けて行うべきか、又は農家に参加してもらってコ

ストを掛けずに行うべきかなど、時々全体会議で生ごみについて

の議論をしていただき、関心を高めてもらいたいと考えます。 

全体会議で、１期のスケジュールでないものも念頭におき、一

定の整理をした上で議論していければと思います。他にご意見あ

りますでしょうか。 

自らごみを集めている自治会や生ごみの堆肥化を行っている団

体など様々な取り組みを行っている団体がありますので、難しい
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とは思いますが、全体会議で特長のある団体から報告をいただき、

お互いに学び合える会議運営をしてもらいたいです。また、ごみ

問題はこれをやらなくてはいけないと思うとお互いに嫌になると

思うので、私は楽しくやるということを大切にしたいと思います。

したがって、そのような会議運営をお願いします。 

 杉島委員のおっしゃるような会議運営をできるよう努めます。

他にご意見ありますでしょうか。 

 この計画書は、リデュースとリユースに重点を置いているので、

まずは市民の意識改革をするため、今年度は３Ｒの概念を市民に

啓発して浸透するような活動が必要であります。例えば、リサイ

クル広場を３Ｒ広場に名称変更するなど、３Ｒについて表に見え

るような活動が大事であると考えます。 

 今年度から調査・検討が必要のある重点項目を議論する中で、

３Ｒの啓発や環境学習について併せて検討していきたいと思いま

す。 

また、事務局案ではプロジェクトについて、基本的に予算の範

囲内で工夫しながら進めていただくとのことですが、何かご意見

ありますか。 

 お金が出ることは良いと思うが、お金が出るから参加するとい

うのではなく、それぞれが主体的に参加するようにしてもらいた

いと考えます。したがって、プロジェクトの予算は５回程度です

が、皆の合意があれば、委員の方にはそれ以上の取り組みをする

ぐらいの気持ちで行っていただきたいと思います。 

 皆さんには、責任を持って取り組んでいただきたいと思います。

その中で、まずは限られた回数で効率よく行うことを目標としつ

つ、それだけでカバーできないときは、皆さんで確認しながら、

行っていきたいと思います。 

 ほかにご意見等がなければ、議題（６）平成２７年度からの実

施事項について、資料７により事務局から説明をお願いします。 

 ＜資料７により説明＞ 

 計画の策定会議では、スプレー缶を出すときに市民の方が自分で

穴を「開ける」「開けない」で議論がありましたが、結論が出ていま

せんでした。そこで、危険ごみの分別回収をする上で、どちらがよ

いかお聞きしたいと思いますが、吉田委員いかかでしょうか。 

 私は、今の排出方法で不便を感じておりませんし、やはり、ス

プレー缶は穴を開けて出すべきだと思います。 

 白坂委員はいかかでしょうか。 

 やはり、スプレー缶は穴を開けて出さないと危ないと思います。 
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 推進会議としては、スプレー缶は穴を開けて出してもらうこと

とし、穴を開けることが難しい方はリサイクル広場に持っていっ

てもらうということとします。 

本日予定していた議題は終了しました。 

次第の４は「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうご

ざいました。 

 それでは、最後に次回「第２回尾張旭市循環型社会推進会議」の

ご案内をさせていただきます。 

 次回は、今回ご議論いただいた内容を事務局で整理し、１１月下

旬頃に開催したいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

また、本日ご議論いただきましたプロジェクトについては、次回

の会議よりも前に、皆様からご希望を聞いた上で、進めさせていた

だきます。事務局からは、以上でございます。 

ただいま事務局から説明がありましたとおり、次回の会議は、 

１１月下旬頃に開催されるとのことであります。皆さんお忙しい中

かと思いますが、ご協力くださるようお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、平成２６年第１回尾張旭市循環型

社会推進会議を閉会といたします。皆さん長時間にわたり大変お疲

れ様でした。 

 

 

 

 


